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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コットン繊維とパルプを少なくとも含み、湿式抄紙により製造された紙製ワイパーであ
って、
　前記コットン繊維は、紡績には使用できない未利用繊維で、その繊維長が５ｍｍ以上、
１５ｍｍ以下のものであり、
　前記コットン繊維の配合率が、５質量％以上、５０質量％以下であり、
　当該紙製ワイパーの米坪が、２０ｇ／ｍ２以上、４０ｇ／ｍ２以下であり、
　当該紙製ワイパーは一層または複数層からなり、その表面の層にコットン繊維を配合す
ることを特徴とする紙製ワイパー。
【請求項２】
　当該紙製ワイパーの厚みが、１００～６００μｍであることを特徴とする請求項１に記
載の紙製ワイパー。
【請求項３】
　当該紙製ワイパーは、クレープ加工がなされていることを特徴とする請求項１又は２に
記載の紙製ワイパー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙製ワイパーに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、コットン繊維を主体とするコットン層の両面に、短繊維ウェブ層が積層されてな
る拭き布が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００６－３１６３６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記特許文献１の場合、拭き布の短繊維ウェブ層には、吸液性繊維以外
に異形断面繊維や極細繊維など石油由来の合成繊維が含まれているため、その合成繊維の
吸水性や吸油性が低い分、拭き布の吸液性が悪化してしまうことがあった。
【０００４】
　本発明の目的は、より好適な拭き取り性を有する紙製ワイパーを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以上の課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、
　コットン繊維とパルプを少なくとも含み、湿式抄紙により製造された紙製ワイパーであ
って、
　前記コットン繊維は、紡績には使用できない未利用繊維で、その繊維長が５ｍｍ以上、
１５ｍｍ以下のものであり、
　前記コットン繊維の配合率が、５質量％以上、５０質量％以下であり、
　当該紙製ワイパーの米坪が、２０ｇ／ｍ２以上、４０ｇ／ｍ２以下であり、
　当該紙製ワイパーは一層または複数層からなり、その表面の層にコットン繊維を配合す
ることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の紙製ワイパーにおいて、
　当該紙製ワイパーの厚みが、１００～６００μｍであることを特徴とする。
【０００８】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の紙製ワイパーにおいて、
　当該紙製ワイパーは、クレープ加工がなされていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、紙製ワイパーは、コットン繊維が適量配合されているので、異形断面
を有するコットン繊維によって、より好適に汚れの拭い取りや掻き取りを行うことが可能
になる。特に、コットン繊維は、水と油をともに吸い取ることができるので、この紙製ワ
イパーは、水性汚れと油性汚れとも良好に拭き取ることができる、好適な拭き取り性を有
している。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明に係る紙製ワイパーの実施形態について詳細に説明する。
【００１２】
　図１（ａ）は、紙製ワイパー１を示す斜視図であり、図１（ｂ）は、紙製ワイパー１の
断面図である。
　紙製ワイパー１には、パルプとコットン繊維が含まれている。
　この紙製ワイパー１は、公知の湿式抄紙技術により抄紙して形成することができる。す
なわち紙製ワイパー１は、パルプ、コットン繊維及び添加物等を含む抄紙原料を湿紙の状
態とした後に、ドライヤーなどにより乾燥して形成することができる。
【００１３】
　パルプは、例えば、グランドウッドパルプ（ＧＰ），プレッシャーライズドグランドウ
ッドパルプ（ＰＧＷ），サーモメカニカルパルプ（ＴＭＰ）等の機械パルプ、針葉樹高歩
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留り未晒クラフトパルプ（ＨＮＫＰ；Ｎ材），針葉樹晒クラフトパルプ（ＮＢＫＰ；Ｎ材
、ＮＢ材），広葉樹未晒クラフトパルプ（ＬＵＫＰ；Ｌ材），広葉樹晒クラフトパルプ（
ＬＢＫＰ、Ｌ材）等の化学パルプ、デインキングパルプ（ＤＩＰ），ウェイストパルプ（
ＷＰ）等の古紙パルプやセミケミカルパルプ（ＣＰ）などを用いることができ、これらパ
ルプの中から一種または二種以上を適宜選択して用いることができる。
【００１４】
　通常の場合、填料や異物を含まない化学パルプが好適であり、特にＮＢＫＰを１００質
量％用いることが好ましいが、一部ＬＢＫＰを配合することも可能である。
　一般的にＬＢＫＰよりもＮＢＫＰの方が、繊維長が長く繊維太さが太いため、ＮＢＫＰ
が多い程、強度が高く嵩高となるとともに、吸水性や吸油性が良好となり、水分や油分の
保持性も良好となる。なお、ＮＢＫＰとＬＢＫＰとを混合して用いる場合、ＮＢＫＰの配
合量は７０質量％以上であることが好ましい。
　この紙製ワイパー１におけるパルプの配合量は５０～９５質量％であることが好ましく
、より好ましくは５０～９０質量％である。
【００１５】
　コットン繊維は、異形断面を有する天然繊維であり、水分と油分をともに良好に吸収す
ることができる繊維である。
　この紙製ワイパー１に用いるコットン繊維の繊維長は、５ｍｍ以上、１５ｍｍ以下であ
ることが好ましい。繊維長が、５ｍｍ以上１５ｍｍ以下であるコットン繊維（コーマノイ
ル）は、紡績には使用できない短繊維であり、未利用繊維とも呼ばれ、産業廃棄物として
捨てられてしまうものである。つまり、その未利用繊維を紙製ワイパー１に利用すること
で、資源の有効活用に関するメリットがある。
　なお、紡績に用いられるコットン繊維の繊維長は、通常３０～４０ｍｍ程度のものであ
る。
　また、コットン繊維の繊維太さは一般的に１０～２０μｍである。
【００１６】
　そして、この紙製ワイパー１におけるコットン繊維の配合量は５質量％以上、５０質量
％以下であることが好ましく、より好ましくは１０質量％以上、５０質量％以下である。
　コットン繊維の配合量が少な過ぎると水分や油分の吸収性が低下し、多過ぎると強度低
下して、紙製ワイパー１の腰がなくなり撚れやすくなってしまう。
　特に、コットン繊維の配合量が５０質量％を越えてしまうと、パルプの配合量が５０質
量％未満となり、紙を抄くことが困難になってしまうので、紙製ワイパー１を好適に形成
することができなくなる。そのため、この紙製ワイパー１におけるコットン繊維の配合量
の上限が、５０質量％となる。
【００１７】
　そして、この紙製ワイパー１の米坪は１０ｇ／ｍ２以上、４０ｇ／ｍ２以下であること
が好ましく、より好ましくは２０ｇ／ｍ２以上、４０ｇ／ｍ２以下である。
　特に、米坪を１０ｇ／ｍ２未満とする紙は薄過ぎて、紙を抄くことが困難になってしま
うので、紙製ワイパー１を好適に形成することができなくなる。そのため、この紙製ワイ
パー１における米坪の下限が、１０ｇ／ｍ２となる。
　また、米坪が４０ｇ／ｍ２を越える紙は厚く、嵩高過ぎるため拭き取り作業がしにくく
なり、細かい部分の拭き取りが困難になる。そのため、この紙製ワイパー１における米坪
の上限が、４０ｇ／ｍ２となる。
　また、紙製ワイパー１の厚みは、１００～６００μｍとされるが、特に３００～６００
μｍとすることが好ましい。
【００１８】
　紙製ワイパー１の米坪及び厚みをこの範囲とした訳は、繊維層の密度が低過ぎると紙製
ワイパー１の腰がなくなり撚れやすくなってしまうことや、密度が高過ぎると紙製ワイパ
ー１の腰が強くなり過ぎてごわつくなど拭き布としての機能低下を招いてしまうためであ
る。
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　また、紙製ワイパー１はクレープ加工されていることが好ましい。それにより柔らかく
なり嵩が高まることに加え、表面が凹凸となることで、液吸収速度が速くなる。
　また、紙製ワイパー１にエンボス加工を施して、その表面に凹凸をつけるようにしても
よい。
【００１９】
　また、紙製ワイパー１は、１層の繊維層からなることに限らず、複数の繊維層からなっ
てもよい。複数の繊維層を積層する方法は、エンボス等の物理的ボンディング、ケミカル
ボンディング、水流交絡等がある。
　なお、紙製ワイパーを複数の繊維層によって形成する場合、表面の層にコットン繊維を
配合することによって、吸収性を良好にすることができる。
【００２０】
　なお、紙製ワイパー１の抄造にあたっては、湿潤紙力剤、粘剤、分散剤、接着剤、剥離
剤等の抄紙用薬品を適宜用いてもよい。
【００２１】
　次に、表１、表２に示す実施例および比較例を挙げて、本発明をより具体的に説明する
が、勿論本発明はこれらの実施例に限定されるものではない。なお、特に断らない限り、
例中の％は質量％を示す。
【００２２】
［参考例１］
　紙製ワイパーとして、コットン繊維５％、パルプ９５％の配合であって、米坪１０ｇ／
ｍ２のものを用いた。なお、コットン繊維は、繊維長５ｍｍ以上１５ｍｍ以下のものを用
いた。
　このような紙製ワイパーの品質評価結果を表１に示す。
【００２３】
［参考例２］
　紙製ワイパーとして、コットン繊維５０％、パルプ５０％の配合であって、米坪１０ｇ
／ｍ２のものを用いた。なお、コットン繊維は、繊維長５ｍｍ以上１５ｍｍ以下のものを
用いた。
　このような紙製ワイパーの品質評価結果を表１に示す。
【００２４】
［実施例１］
　紙製ワイパーとして、コットン繊維５％、パルプ９５％の配合であって、米坪４０ｇ／
ｍ２のものを用いた。なお、コットン繊維は、繊維長５ｍｍ以上１５ｍｍ以下のものを用
いた。
　このような紙製ワイパーの品質評価結果を表１に示す。
【００２５】
［実施例２］
　紙製ワイパーとして、コットン繊維５０％、パルプ５０％の配合であって、米坪４０ｇ
／ｍ２のものを用いた。なお、コットン繊維は、繊維長５ｍｍ以上１５ｍｍ以下のものを
用いた。
　このような紙製ワイパーの品質評価結果を表１に示す。
【００２６】
［実施例３］
　紙製ワイパーとして、コットン繊維１０％、パルプ９０％の配合であって、米坪２０ｇ
／ｍ２のものを用いた。なお、コットン繊維は、繊維長５ｍｍ以上１５ｍｍ以下のものを
用いた。
　このような紙製ワイパーの品質評価結果を表１に示す。
【００２７】
［実施例４］
　紙製ワイパーとして、コットン繊維１０％、パルプ９０％の配合であって、米坪４０ｇ
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／ｍ２のものを用いた。なお、コットン繊維は、繊維長５ｍｍ以上１５ｍｍ以下のものを
用いた。
　このような紙製ワイパーの品質評価結果を表１に示す。
【００２８】
［実施例５］
　紙製ワイパーとして、コットン繊維５０％、パルプ５０％の配合であって、米坪２０ｇ
／ｍ２のものを用いた。なお、コットン繊維は、繊維長５ｍｍ以上１５ｍｍ以下のものを
用いた。
　このような紙製ワイパーの品質評価結果を表１に示す。
【００２９】
［比較例１］
　紙製ワイパーとして、コットン繊維０％、パルプ１００％の配合であって、米坪１０ｇ
／ｍ２のものを用いた。
　このような紙製ワイパーの品質評価結果を表２に示す。
【００３０】
［比較例２］
　紙製ワイパーとして、コットン繊維０％、パルプ１００％の配合であって、米坪４０ｇ
／ｍ２のものを用いた。
　このような紙製ワイパーの品質評価結果を表２に示す。
【００３１】
［比較例３］
　紙製ワイパーとして、コットン繊維２０％、パルプ８０％の配合であって、米坪２０ｇ
／ｍ２のものを用いた。なお、コットン繊維は、繊維長３０ｍｍ以上４０ｍｍ以下のもの
を用いた。
　このような紙製ワイパーの品質評価結果を表２に示す。
【００３２】
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【００３３】



(7) JP 5527946 B2 2014.6.25

10

20

30

40

50

【表２】

【００３４】
　なお、紙製ワイパーの品質評価における「拭き取り性」は、各紙製ワイパーの上に５０
０ｇのおもりを乗せた条件で、所定の板面に付着させた５００μｌ分の水、油をそれぞれ
拭き取り、拭き残りの状態を目視にて評価した。非常に良好に拭き取れたものを◎、比較
的良く拭き取れたものを○、やや拭き残りが生じるものを△、拭き取り性が悪いものを×
とした。
　また、「吸収性（吸水量、吸油量）」は、１０ｃｍ×１０ｃｍの大きさにカットした各
紙製ワイパーを水、油に３分間つけた後、網上に引き上げ３０秒放置後の重量を測定して
評価した。１ｍ２あたりの吸収量が３００ｇ／ｍ２以上ものを◎、２２０ｇ／ｍ２以上３
００ｇ／ｍ２未満のものを○、１４０ｇ／ｍ２以上２２０ｇ／ｍ２未満のものを△、１４
０ｇ／ｍ２未満のものを×とした。
　また、「引張強度」は、ＪＩＳ　Ｐ　８１１３に準じた引張強度の規格によって評価し
た。３０００ｃＮ／２５ｍｍ以上を◎、２０００ｃＮ／２５ｍｍ以上３０００ｃＮ／２５
ｍｍ未満のものを○、１０００ｃＮ／２５ｍｍ以上２０００ｃＮ／２５ｍｍ未満のものを
△、１０００ｃＮ／２５ｍｍ未満のものを×とした。
【００３５】
　このように、本発明に係る紙製ワイパー１には、コットン繊維が適量配合されているの
で、異形断面を有するコットン繊維によって、より好適に汚れの拭い取りや掻き取りを行
うことが可能になる。特に、コットン繊維は、水と油をともに吸い取ることができるので
、この紙製ワイパー１によって水性汚れと油性汚れとも良好に拭き取ることができる。
　特に、紙製ワイパー１は、パルプとコットン繊維が含まれ、この紙製ワイパー１の米坪
が、２０ｇ／ｍ２以上、４０ｇ／ｍ２以下であって、コットン繊維の含有率が、５質量％
以上、５０質量％以下であるので、拭き布としての好適な強度、腰を有することとなって
、使用時に紙製ワイパー１が撚れにくく、良好に汚れの拭き取りを行うことができる。
　また、コットン繊維の繊維長が、５ｍｍ以上、１５ｍｍ以下であるので、その拭き取り
性が良好である。
　従って、紙製ワイパー１は、より好適な拭き取り性を有する拭き布として使用すること
ができる。
【００３６】
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　なお、本発明の適用は上述した実施形態に限定されることなく、本発明の趣旨を逸脱し
ない範囲で適宜変更可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明に係る紙製ワイパーを示す斜視図（ａ）と、図１（ａ）のｂ－ｂ線におけ
る断面図（ｂ）である。
【符号の説明】
【００３８】
　１　　　紙製ワイパー

【図１】
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